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１. 事業の趣旨・目的  

 〇 幼児期について、運動習慣が身についていない幼児に対する支援を、家庭や地域が一

体となって行い、幼児期から積極的に遊びや運動に取り組む態度を育成し、幼児期に運

動習慣の形成をする。 

〇 小学校においては、年齢や性別、障がいなどを超えて運動する喜びや、仲間ができる

楽しみを実感できる運動遊びの提供等、子どもたちの運動に対する興味関心を高める

とともに、肯定的意識の醸成を図る体験教室を開催する。 

〇 幼児期に運動習慣を形成することで、児童期の体力向上を狙うとともに、児童期にお

いても、その発達段階に応じた運動遊びに取り組むことにより、生涯にわたる豊かなス

ポーツライフの基盤づくりを目指し、県民の運動・スポーツ実施率の向上及び高齢期

以降の健康の保持に寄与することを目的とする。 

 

２. 事業の実施体制 

 

 

３. 事業の内容 

【幼児期に対するアプローチ】 

(1) 保護者等を対象とした子どもの運動遊びの重要性に関する普及・啓発 

ア 幼稚園への運動指導者派遣事業の実施 

 イ 親子ふれあい体操パンフレット（保護者編・指導者編）の作製・配付 

  ウ メディアを活用した子どもの運動遊びに関する普及・啓発 

(2) 幼児及び小学校児童を対象とした「運動遊び」の提供 
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  ア 親子ふれあい体操教室の実施 

(3) 事業の評価・効果検証 

  ア 子どもの活動量等調査及び事業の評価・効果検証 

【児童期に対するアプローチ】 

(1) 保護者等を対象とした子どもの運動遊びの重要性に関する普及・啓発 

ア 運動遊びの紹介と子どもの運動遊びの重要性に関する情報を掲載した通信「わく

わく先生がやってきた！」の作成 

 イ アプリを活用した家庭で取り組める外遊びの紹介 

(2) 幼児及び小学校児童を対象とした「運動遊び」の提供 

  ア みんなで遊ぼう！わくわく先生派遣事業 

(3) 事業の評価・効果検証 

  ア 子どもの活動量等調査及び事業の評価・効果検証 

【その他】 

 (1) 運動遊び用具、体力測定器等の購入 

 (2) 全国シンポジウムへの出席 

 

４. 事業内容の詳細について 

【幼児期に対するアプローチ】 

(1) 保護者等を対象とした子どもの運動遊びの重要性に関する普及・啓発 

ア 幼稚園への運動指導者派遣事業の実施 

  日時 11月 28日 椿の御所幼稚園 15:30～17:00 

講師 早稲田大学人間科学学術院 前橋 明教授 

内容 幼児の運動の重要性について理解を深めるため、幼稚園教諭に対し講義を

行った。 

○ 「健康な子どもを育てるために私たちがすべきこと」（１時間 10分） 

・ 近年の子どもの夜型化の進行により、夜遅くまで起きている、朝の排便がな

い、朝食を食べられない等の問題が起きている。原因は以下の３つ。 

① 運動不足 

② テレビ・パソコン等の視過ぎ 

③ 夕食の時間が遅い（親の共働き等による） 

・ 上記に加え、コロナ下となり外遊びが激減、運動不足に加え、外で遠く・近

くを繰り返し見ることが少なくなった結果、空間認知能力が低下した。さらに、

テレビ・パソコン等の視過ぎにより、視力の低下が進んだ。 

・ 幼児期に体温リズムに合わせて生活することが大切である。３歳くらいから

自力で体温調節ができるようになるため、この時期からの生活が重要となる。 

① 「食べて・動いて・寝る」が規則正しく行われると、ホルモンの働きが

正常に機能する。 
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② 正しくホルモンが機能していると、午後の時間が子どもの活動するゴ

ールデンタイムとなる。 

③ 正しくホルモンが分泌されない（夜遅くまで活動し、分泌される時間が

遅くなる）と、食欲がわかず、昼間も眠った状態になる。その状態のまま

中学まで成長すると、勉強についていけずひきこもりとなりやすく、夜遊

びする子ともとなる可能性が高くなる。 

・ 外遊びが重要な理由 

① （安全な）空間、仲間（友達）、時間の３つが揃っている 

② 心肺機能の向上、空間認知能力の育成、多様な運動を行うことでの健康

な成長が大事 

③ ①により身体だけでなく心を動かす遊びが必要（五感を利用すること

も大切） 

・ 親への指導方法について 

「食べて・動いて・寝る」すべてを改善するのは現代社会ではまず無理。１

つだけでも改善する方法を提案することで、全体の改善へつながる効果があ

る（５分朝食時間を長くする、夕方少しでも身体を動かす、など）。 

・ 親子ふれあい体操の効果について 

共働きにより薄くなった母子の触れ合いを通じて絆を深めることで、虐待

などの防止にもつながる。 

○ 「最近の子どもの問題点を踏まえた幼児期の過ごし方について」（15分）  

・ 小学校低学年の子どもについて、以下の問題が顕在化している。幼児期の年

齢から意識した指導をお願いしたい。 

・ すぐ暴力に訴える、逆に依存性が高く他者の立場を考慮できないなど、他者

との信頼関係の薄い子どもが多くなったと感じている。幼児期にルールを持

って友達と遊ぶというのが大事である。 

・ また、姿勢が悪い子どもが多い。片足で立てない。これは、体幹が弱いとい

うこと。幼児期に鍛えることが大事。以下のような方法があるので、指導の参

考としてほしい。 

① 座るときに 90度になることを意識する。 

② 立って靴・靴下を履く。おしりをつかないよう指導。無理なら、片手を

壁についてもよい。 

○ 「親子ふれあい体操教室を踏まえて 子どもとの運動について」（10分） 

・ 親子ふれあい体操パンフレット（保護者編）を参考に、以下の運動スキルに

ついて解説。①～④の各子どもの能力には個人差があり、指導の際は横断的に

行うのがベスト。 

① 移動する運動スキル 

② その場での運動スキル 
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③ バランス運動スキル 

④ 操作する運動スキル 

①～④を踏まえ、11 月 13日、11月 20日に椿の御所幼稚園の子どもたちに

行った親子ふれあい体操教室の動画を見ながら、指導方法をレクチャーした。 

 イ 親子ふれあい体操パンフレット（保護者編・指導者編）の作製・配付 

   幼児期について、運動習慣が身についていない幼児に対する支援を、家庭や地域が

一体となって行い、幼児期から積極的に遊びや運動に取り組む態度を育成し、幼児期

に運動習慣の形成を図る必要がある。 

そこで、遊びや運動の重要性を普及啓発するために、幼稚園において「親子ふれあ

い体操教室」を実施するが、その体操の内容を家庭で継続して出来るようにするため

のパンフレットを作成するとともに、実施した幼稚園においても継続的に実施する

ことの出来る環境を作ることを目的とした指導者用パンフレットを作成した。なお、

パンフレットの監修は早稲田大学人間科学学術院 前橋 明教授にお願いした。 

〇 保護者編 1,000部作成 

三浦市内の幼稚園・保育園・小学校、三浦市教育委員会、県内市町村へ配付 

             （親子ふれあい体操パンフレット 保護者編） 

〇 指導者編 500 部作成 

三浦市内の幼稚園・保育園・小学校、三浦市教育委員会、県内市町村へ配付 

             （親子ふれあい体操パンフレット 指導者編） 
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  ウ メディアを活用した子どもの運動遊びに関する普及・啓発 

    11月 20 日に実施した「親子ふれあい体操教室」をテレビ神奈川に取材していただ

き、同局の２つの番組「猫のひたいほどワイド」「ＮＥＷＳハーバー」で紹介してい

ただいた。また、「ＮＥＷＳハーバー」では、講師の前橋 明教授にスタジオ出演し

ていただき、親子ふれあい体操の趣旨やポイントを交えながら直接紹介していただ

いた。そのほか、２月末から３月末にかけて、同局内のＰＲスポットＣＭとしても親

子ふれあい体操の紹介をしていいただいている。 

（テレビ神奈川による番組放送の様子） 

(2) 幼児及び小学校児童を対象とした「運動遊び」の提供 

  ア 親子ふれあい体操教室の実施 

    日 時 11 月 13 日 

        10:00～10:40（年長）、10:50～11:20（年少）、11:30～12:10（年中） 

場 所 旧三崎中学校屋内運動場（三浦市城山町５－１） 

講 師 早稲田大学人間科学学術院 前橋 明教授  

文の里幼稚園副園長（前橋研究室所属） 野村 卓哉先生ほか 

参加者 椿の御所幼稚園 園児及び保護者（計 115名）、幼稚園教諭 

概 要 各回、年齢に合わせて運動のメニューを変えながら、参加した子と保護者

が家庭でも取り入れることが出来る運動を、前橋教授及び野村先生が中心

となって説明した。県からは子の運動時間を幼稚園だけでなく、家庭でも取

り入れて欲しいと伝えた。 

内 容 【10:00～10:40（年長）】 

準備運動、こっちおいで・じゃんけん遊び、スーパーマン、ロボット歩

き、手おし車、逆さロボット、足跳びまわり、丸太たおし、跳び越しく

ぐり、足タッチ、足ふみ、パチパチトントン遊び（引っ張り合い、押し

合い、バレリーナ、バランス、壁タッチ）、整理運動 など 

【10:50～11:20（年少）】 

準備運動、忍者遊び（しゃがむ、跳ぶ）、パチパチとんとん遊び（引っ

張り合い、押し合い、壁タッチ）、高い高い、スーパーマン、メリーゴ

ーラウンド、ロボット歩き、足跳びまわり、跳び越しくぐり、王様・女

王様じゃんけん遊び、整理運動 など 

©ｔｖｋ ©ｔｖｋ 
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【11:30～12:10（年中）】 

準備運動、忍者遊び（しゃがむ、跳ぶ、つかむ）、座りっこ遊び（正座、

あぐら、長座、片足すわり）、こっちおいで・じゃんけん遊び、高い高

い、スーパーマン、メリーゴーランド、ロボット歩き、足跳びまわり、

跳び越しくぐり、お尻たたき、足ふみ、足タッチ、王様・女王様じゃん

けん遊び、整理運動 など 

（親子ふれあい体操教室の様子） 

 

 

    日 時 11 月 20 日 

        10:00～10:40（年長）、10:50～11:20（年少）、11:30～12:10（年中）   

場 所 旧三崎中学校屋内運動場（三浦市城山町５－１） 

講 師 早稲田大学人間科学学術院 前橋 明教授  

文の里幼稚園副園長（前橋研究室所属） 野村 卓哉先生ほか 

参加者 椿の御所幼稚園 園児及び保護者（計 111名）、幼稚園教諭 

内 容 【10:00～10:40（年長）】 

準備運動、忍者遊び（しゃがむ、跳ぶ）、パチパチとんとん遊び（引っ

張り合い、押し合い、壁タッチ）、グー・パー跳び、跳び越しくぐり、

足タッチ、しっぽとった、ジャンプタオルとり、整理運動 など 

【10:50～11:20（年少）】 

準備運動、忍者遊び（しゃがむ、跳ぶ）、タオルサーフィン、新聞陣地

じゃんけん、新聞バージャンプ、新聞キャッチボール、新聞バスケゴー

ル入れ、ジャンプタオルとり、パトロール（タオルの端を持ってうつ伏

せでお腹ですべる）、タオルしっぽとり、整理運動 など 

【11:30～12:10（年中）】 

 準備運動、じゃんけん５歩タッチ、新聞ランナー、新聞バージャンプ（親

子で・お友達と一緒に）、新聞バーバランス、新聞ボールキャッチ、タ

オルサーフィン（親子で・皆で競走）、パトロール（タオルの端を持っ

てうつ伏せでお腹ですべる）、タオルしっぽとり、整理運動 など 
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（親子ふれあい体操教室の様子） 
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【児童期に対するアプローチ】 

(1) 運動遊びの重要性に関する普及・啓発 

ア みんなで遊ぼう！わくわく先生派遣事業の開催 

子どもの外遊びや運動に係る専門的知見を有する「わくわく先生」を対象校に派遣し、

休み時間に、任意参加の運動遊び教室を行う。（企画及び運営は委託業者）なお、実施

日や対象学年等、詳細については派遣校及び委託業者と調整し決定する。 

 

〇 派遣校（児童数）及び派遣日 

    ・ 三浦市立三崎小学校（103名）    

12月 18 日、１月 23 日、１月 29日 

・ 三浦市立岬陽小学校（151名）    

12月７日、12月 19日、１月 12日 

・ 三浦市立南下浦小学校（87名） 

12月 11 日、１月 15 日、１月 18日 

・ 三浦市立上宮田小学校（218名）   

12月 12 日、１月 17 日、１月 22日 

・ 三浦市立剣崎小学校（57名）    

12月 20 日、１月 19 日、１月 24日 

・ 三浦市立初声小学校（439名）    

12月１日、12月８日 

・ 三浦市立名向小学校（145名）    

12月５日、12月 15日、１月 25日 

・ 三浦市立旭小学校（136名）     

12月６日、１月 16日、１月 30日 

 

〇 実施報告 

・ 三浦市立三崎小学校 

① 12 月 18 日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 
 中 休 み 全校児童を対象にした希望者 

    場  所 校庭 
実施内容 落とすな！ 

 
 昼 休 み 全校児童を対象にした希望者 
場  所 校庭 
実施内容 色々なところで止めろ！ 

 
 

（落とすな！） 
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② １月 23 日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 

 中 休 み 全校児童を対象にした希望者 

場  所 校庭 

実施内容 フラフープ通しリレー 

 

 昼 休 み 全校児童を対象にした希望者 

場  所 校庭 

実施内容 ボールと走るのどっちが早いかな 

 

③ １月 29 日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 

 中 休 み 全校児童を対象にした希望者 

   場  所 校庭 

実施内容 リアクションフィットネス 

 

 昼 休 み 全校児童を対象にした希望者 

場  所 校庭 

実施内容 信号ゲーム 

 

・ 三浦市立岬陽小学校 

① 12 月７日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 

 中 休 み ３・４年生（53名） 

   場  所 体育館 

実施内容 その場でジャンプ、ツイスト走、信号ゲーム 

 

      ※学校事情（個人面談実施による特別日課）のため、昼休みは未実施 

② 12 月 19 日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 

 中 休 み １・２年生（60名） 

   場  所 体育館 

実施内容 その場でジャンプ、ツイスト走、信号ゲーム 

 

 昼 休 み ５・６年生（39名） 

場  所 体育館 

実施内容 ひめおに、ネズミ逃がし 

 

 

 
 

（ひめおに） 
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③ １月 12 日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 
 中 休 み ５・６年生（39名） 

   場  所 体育館 
実施内容 しまおに 

 
 昼 休 み ３・４年生（53名） 

場  所 体育館 
実施内容 牛と馬、ひめおに 

 
・ 三浦市立南下浦小学校 

① 12 月 11 日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 
 中 休 み ６年生（19名） 

   場  所 体育館 

実施内容 ムカデのしっぽとり 
 
 昼 休 み ５年生（19名） 

場  所 体育館 
実施内容 キャッチボールラン 

 
② １月 15 日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 

 中 休 み ６年生（19名） 

   場  所 体育館 

実施内容 スチールラン 

 

 昼 休 み ５年生（19名） 

場  所 体育館 

実施内容 体でボールを止める 

 

③ １月 18 日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 

 中 休 み ５年生（19名） 

   場  所 体育館 

実施内容 ひめおに、ネズミ逃がし 

 

 昼 休 み ６年生（19名） 

場  所 体育館 

実施内容 ひめおに、ネズミ逃がし 

 

（しまおに） 

（ムカデのしっぽとり） 
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・ 三浦市立上宮田小学校 

① 12 月 12 日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 
 中 休 み １年生（35名） 

   場  所 体育館 

実施内容 ツイスト走、信号ゲーム 
 
 昼 休 み ４年生（39名） 

場  所 体育館 
実施内容 ひめおに、しまおに 

 
② １月 17 日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 

 中 休 み ２年生（37名） 

   場  所 体育館 

実施内容 ボール渡しリレー 

 

 昼 休 み ５年生（36名） 

場  所 体育館 

実施内容 サンドイッチゲーム 

 

③ １月 22 日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 

 中 休 み ３年生（30名） 

   場  所 体育館 

実施内容 手の甲タッチゲーム 

 

 昼 休 み ６年生（41名） 

場  所 体育館 

実施内容 サークルごっこ 

 
・ 三浦市剣崎小学校 

① 12 月 20 日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 
 中 休 み １・２・３年生（37名） 

   場  所 校庭 

実施内容 王様鬼ごっこ 
 
 昼 休 み ５・６年生（20名） 

場  所 校庭 
実施内容 火・水・木 

（手の甲タッチゲーム） 

（火・水・木） 
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② １月 19 日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 

 中 休 み １・２・３年生（37名） 

   場  所 体育館 

実施内容 ジグザグ走 
 
 昼 休 み ５・６年生（20名） 

場  所 体育館 
実施内容 島取りゲーム 

 

③ １月 24 日 ３名派遣（委託業者２名、県教育委員会１名） 

 中 休 み １・２・３年生（37名） 

   場  所 校庭 

実施内容 信号ゲーム 
 
 昼 休 み ５・６年生（20名） 

場  所 校庭 
実施内容 ひめおに 

 
・ 三浦市初声小学校 

① 12 月１日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 
 中 休 み ３年生（83名） 

   場  所 体育館 

実施内容 ツイスト走、信号ゲーム 
 
 昼 休 み １年生（68名） 

場  所 体育館 
実施内容 ツイスト走、信号ゲーム 

 
② 12 月８日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 

 中 休 み ２年生（71名） 

   場  所 体育館 

実施内容 ふりかえりぽんっ！、２人でラン・アウェイ 

 

※学校事情（５校時目に研究授業実施）のため、昼休みは未実施 

 

 

 

（ツイスト走） 
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・ 三浦市名向小学校 

① 12 月５日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 
 中 休 み １・２年生（46名） 

   場  所 校庭 

実施内容 その場でダッシュ、ツイスト走、信号ゲーム 
 
 昼 休 み ３・４年生（50名） 

場  所 校庭 
実施内容 とおせんぼ、信号ゲーム 

 
② 12 月 15 日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 

中 休 み ５・６年生（47名） 

   場  所 体育館 

実施内容 しまおに 

 

昼 休 み １・２年生（46名） 

場  所 体育館 

実施内容 とおせんぼ、同じ人あつまれ 

 

③ １月 25 日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 

中 休 み ３・４年生（50名） 

   場  所 体育館 

実施内容 サンドイッチゲーム 

 

昼 休 み ５・６年生（47名） 

場  所 体育館 

実施内容 島取りゲーム 

 

・ 三浦市立旭小学校 

① 12 月６日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 
中 休 み ３・４年生（43名） 

   場  所 体育館 

実施内容 お山とおわん 
 

昼 休 み １・２年生（47名） 
場  所 体育館 
実施内容 信号ゲーム 

（とおせんぼ） 

（お山とおわん） 
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②１月 16日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 

 中 休 み １・２年生（47名） 

   場  所 体育館 

実施内容 トレジャーハンター 

 

 昼 休 み ３・４年生（43名） 

場  所 体育館 

実施内容 ひめおに 

 

③ １月 30 日 ４名派遣（委託業者２名、県教育委員会２名） 

 中 休 み ３・４年生（43名） 

   場  所 体育館 

実施内容 信号ゲーム 

 

 昼 休 み １・２年生（47名） 

場  所 体育館 

実施内容 ２人でラン・アウェイ 

 

    〇 運動遊び通信「わくわく先生がやってきた！」の作成 

運動遊び教室で取り組んだ運動遊びの紹介、学童期における運動遊びの重要性

等を掲載する運動遊び通信「わくわく先生がやってきた！」を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（運動遊び通信第１号） 

（２人でラン・アウェイ） 
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運動遊び通信は３種類作成し、運動遊び教室を実施した全ての学校の児童（1336

名）を対象に配付した。 

 

（運動遊び通信第２号） 

（運動遊び通信第３号） 
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イ 「今日これであそんでみない？」運動遊び紹介ポスター全４種作成 

みんなで遊ぼう！わくわく先生派遣事業にて実施した運動遊びを、県内の小

学校に周知するため、運動遊び紹介ポスターを作成した。作成したポスター

は、県域の小学校（327校）に配付する予定である。 

ポスターの配付を通して、休み時間に児童が運動遊びを行うきっかけになる

ようにする。また、教員が体育等にて活用できるよう呼びかけ、休み時間と体

育の時間の両方において児童の運動習慣形成を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （運動遊び紹介ポスター） 
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(2) 運動遊びを経験できる環境の充実 

ア 体育授業のサポートによる授業で活用できる運動遊びの紹介 

運動遊び教室開催日に、わくわく先生が体育の授業（３時間目・４時間目）の

サポートに入り、積極的に児童に声かけをすることで、児童が運動の楽しさや喜

びを味わえるようにした。また、授業者の先生と連携し、本時の学習につながる

運動遊びを授業開始の５分間で実施した。 

 

〇 実施報告 

・ 三浦市立三崎小学校 

① 12 月 18 日 

   ３時間目 反応ゲーム、忍者ゲーム 

   ４時間目 馬と牛、宝鬼 

② １月 23 日 

   ３時間目 フラフープに入れろ！ 

   ４時間目 プレルボール 

③ １月 29 日 

   ３時間目 サンドイッチゲーム 

   ４時間目 なし 

 

・ 三浦市立岬陽小学校 

① 12 月７日 

  ３時間目 反応ゲーム 

  ４時間目 反応キャッチ 

② 12 月 19 日 

  ３時間目 キャッチ&クラッチ 

  ４時間目 落とすな！ 

③ １月 12 日 

  ３時間目 反応ゲーム 

  ４時間目 反応ゲーム 

 

・ 三浦市立南下浦小学校 

① 12 月 11 日 

   ３時間目 フレンドパーク 

   ４時間目 フレンドパーク 

② １月 15 日 

   ３時間目 スチールラン 

   ４時間目 体でボールを止める 

（忍者ゲーム） 

（落とすな！） 

（フレンドパーク） 
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③ １月 18 日 

  ３時間目 リアクションクイーン 

  ４時間目 リアクションフィットネス 

 

・ 三浦市立上宮田小学校 

① 12 月 12 日 

   ３時間目 大袈裟ジャンプ 

   ４時間目 クマを倒せ 

② １月 17 日 

   ３時間目 反応キャッチ 

   ４時間目 反応キャッチ 

③ １月 22 日 

   ３時間目 反応ボール取り 

   ４時間目 マーカーを守れ！ 

 

・ 三浦市立剣崎小学校 

① 12 月 20 日 

   ３時間目 足入れ替えジャンプ 

   ４時間目 ８の字鬼ごっこ 

② １月 19 日 

   ３時間目 マーカーを守れ！ 

   ４時間目 S字鬼 

③ １月 24 日 

   ３時間目 サンドイッチゲーム 

   ４時間目 マーカーを守れ！ 

 

・ 三浦市立初声小学校 

① 12 月１日 

   ３時間目 クマを倒せ 

    ４時間目 クマを倒せ 

② 12 月８日 

   ３時間目 ２人でハイタッチ 

   ４時間目 ２人でハイタッチ 

 
 
 

 

（マーカーを守れ！） 

（８の字鬼ごっこ） 

(２人でハイタッチ) 
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・ 三浦市立名向小学校 

① 12 月５日 

   ３時間目 背中ずもう 

   ４時間目 動物歩き 

② 12 月 15 日 

   ３時間目 フープバウンドパス 

   ４時間目 動物歩き 

③ １月 25 日 

   ３時間目 フレンドパーク 

   ４時間目 反応ゲーム 

 

・ 三浦市立旭小学校 

① 12 月６日 

   ３時間目 反応ゲーム 

   ４時間目 大袈裟じゃんけん 

② １月 16 日 

   ３時間目 手つなぎジグザグ走 

   ４時間目 リアクションクイーン 

③ １月 30 日 

   ３時間目 ２人でハイタッチ 

   ４時間目 リアクションクイーン 

 

  

（フープバウンドパス） 

（大袈裟じゃんけん） 
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５. 事業の成果 

(1) 評価指標および目標 

  幼児期及びその結果としての児童期の運動習慣の定着化と保護者の運動に対する行

動変容 

(2) 結果と考察 

   【幼児期】 

「親子ふれあい体操教室（以下、体操教室という。）」に参加する保護者を対象と

したアンケートを実施し、体操教室実施前後（実施前、直後、実施１週間後の３

回）の子どもや保護者の意識や活動量等の変化を調べた。また、効果検証を行う際

の比較対象群として、体操教室に参加していない幼稚園（１園）、認定こども園の

保育園（２園）について協力依頼を行い、園の保護者に対し、約１か月を開けて２

回のアンケートを行った。 

〇 「親子ふれあい体操で実施した運動を続けて行けそうですか？」 

椿の御所幼稚園は、昨年度・今年度２年続けて親子ふれあい体操教室を実施し

ており、また、外部講師を招いて定期的に運動を行っている幼稚園であることか

ら、もともと保護者の幼児期における運動に対する重要性の認識は高く、続けて

いく意思はみられる。また実際、体操教室実施後は運動時間の平均が園以外の運

動時間・休日の運動時間ともに上がっていることが確認できた。 
一方で、「必ず続ける」が０％であることなど、実際の行動変容にまで至って

いるかについては疑問が残る。また、３回の調査すべてに回答をしてくれた保護

者は８名と少なく、追跡調査の難しさが明らかとなった。しかしながら、教室実

施後の感想や調査の自由回答から、教室で遊んだ子どもからの働きかけが自宅

での運動につながるなど、実施後の子どもの行動が、保護者の行動変容のきっか

けとなっていることが確認できた。 
 

必ず続ける, 0%

続けていく, 29%

たぶん続ける, 43%

続けたいと思う, 29%

続ける自信がない, 0%
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〇 親子ふれあい体操教室 実施園と非実施園との比較 

調査項目 
体操教室実施幼

稚園（実施後） 
体操教室非実

施幼稚園 
体操教室非実

施保育園 

「子どもが以前より活発に体を

動かして遊ぶようになった」と

思う割合 

87.5％ 20.7% 22.4% 

「子どもの不活動時間が減少し

た」と思う割合 
62.5% 10.3% 12.1% 

「子どもの睡眠や食事などの生

活習慣の改善を意識するように

なった」と思う割合 

62.5% 37.9% 37.9% 

「子どもと一緒に体を動かして

遊んだり運動したりするように

なった」と思う割合 

75.0% 27.6% 43.1% 

「（保護者が）不活動時間の減少

を意識するようになった」と思

う割合 

87.5% 24.1% 36.2% 

〇 「平均して 1日当たり何分くらい、体を動かしていますか？」 

 条件 

平日（登園日） 
休日 

（登園日以外） 幼稚園や保育所

(園)での運動時間 

園以外の 

運動時間 

椿の御所幼稚園 

(n=8) 

初回 145.8 分 130.8 分 190.6 分 

最終 202.5 分 143.1 分 205.0 分 

小羊保育園／三崎

二葉保育園(n=58) 

初回 110.2 分 68.4 分 125.1 分 

最終 104.6 分 69.6 分 130.5 分 

三浦幼稚園 

(n=29) 

初回 91.0 分 61.7 分 115.9 分 

最終 74.7 分 46.4 分 95.5 分 

※時間は平均値 
椿の御所幼稚園は他園に比べ、子どもの一日の運動時間は長い傾向にあるが、

運動教室の後では 10 分程度ではあるがさらに長くなっている。これは、保護者

が日ごろから子どもの運動を重要視している一方で、なかなか運動時間をとれ
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ず改善できていない現状に対し、家庭内で簡単にできる運動を知ったことで、隙

間時間に子どもと試してみた家庭が多かったのだと推測できる。 

〇 自由回答  ※一部抜粋 

・ 一緒に体を動かすのがとても楽しかった。 

・ 家でもお気に入りの運動をとてもやりたがっている。 

・ 楽しかったようで帰ってからも体操しようと言って、下の子に教えていた。 

・ 今回は姉妹別々、１人ずつと向き合って身体を動かして遊ぶ体験をして、子ど

も達もとても嬉しそうでしたし、私自身も疲れましたが子どもが喜んでいる様

子を見て嬉しくなりました。 

・ こういう機会があったからこそ、子どもと向き合う時間が取れたと思うので感

謝です。 

・ 我が家は年子姉妹なので毎日が慌ただしく、１人ひとりとゆっくり向き合って

遊ぶという時間をなかなか作れずにおりました。今回は姉妹１人ひとりの時間

枠で参加出来たので、その時間子ども達も特別に感じていたと思います。 

・ 楽しく遊び感覚で親子共に運動できるのが良いなと思いました。 

・ 楽しみながら運動もコミュニケーションもとれてとっても楽しかったです。子

どもも楽しく体操していました。 

・ 子ども達みーんなが笑顔にあふれていて、素敵な時間だったと思います。あ

りがとうございました！ 

 

今回新たに分かったこととして、教室実施後の感想や調査の自由回答から、教室

で遊んだ子どもからの働きかけが自宅での運動につながるなど、保護者の行動変容

のきっかけとなっていることが浮かび上がっている。今後は、そうした保護者の心

の動きも考慮したうえで、運動遊びを継続するモチベーションを持てるかどうかが

課題となる。 

 体操教室実施後の運動時間の増加については、各保護者の感想から、行動変容の

一番の動機は、参加した子どもの「教わった遊びを保護者・兄弟姉妹に伝えたい、

一緒に遊びたい」という気持ちからの働きかけによるものだったと考えられる。子

の運動習慣を促す親の気持ちを動かすには、まず子どもの好奇心に火をつけるよう

な「楽しい」遊びを通じたコミュニケーションが必須となることがわかる。 

 現在のアプローチは有効であるが、今後はいかにして参加者を増やし、家庭での

実践につなげていくかが重要となる。 

 そのためには、教室の開催方法などにさらなる工夫が求められる。 
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【児童期】 

  みんなで遊ぼう！わくわく先生派遣事業の実施校の児童及び保護者を対象にし

て、事業を実施する前後でアンケート調査を実施した。 

ア 児童に対するアンケート 

  〇 回答期間  事前 11月 24日～12月１日 

          事後 各派遣校における運動遊び教室最終実施日～２月２日 

〇 回答方法  ２次元コードを活用した質問フォームへのアクセス 

  〇 回答数   事前 n=1128  (低学年 n=387、中・高学年 n=741) 

事後 n=765   (低学年 n=276、中・高学年 n=489) 

〇 結果 

(ｱ)  あなたは、運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好

きですか。 

   ＜低学年＞             

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中・高学年＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 構成比は小数点以下第１位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも

100とはならない（以降のグラフも同様）。 
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 「あなたは、運動（体を動かす遊びをふくむ）やスポーツをすることは

好きですか。」という質問に対して、「好き」「やや好き」と回答した児童

の割合は、事前と事後で比較すると、低学年において２ポイント（事前

95％→事後 97％）、中・高学年において２ポイント（事前 93％→事後

95％）上昇した。 

 

(ｲ)  あなたは、学校の体育の授業以外で、運動（体を動かす遊びをふく

む）やスポーツをどのくらいしていますか。 

＜低学年＞             

   

 

 

 

 

   

 

 

＜中・高学年＞ 

 

 

「あなたは、学校の体育の授業以外で、運動（体を動かす遊びをふくむ）

やスポーツをどのくらいしていますか。」という質問に対して、「週に３日以

上」「週に１～２日くらい」と回答した児童の割合は、事前と事後で比較す

ると、低学年においてポイント（事前 80％→事後 82％）、中・高学年におい

て３ポイント（事前 83％→事後 86％）上昇した。 

また、「しない」と回答した児童の割合は、低学年では４ポイント（事前

11％→事後７％）、中・高学年では１ポイント（事前６％→事後５％）低下
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した。 

 

(ｳ)  あなたは、学校の体育の授業以外で、運動（体を動かす遊びをふく

む）やスポーツをするときは、１日にどのくらいの時間していますか。 

＜低学年＞             

    

＜中・高学年＞ 

 

「あなたは、学校の体育の授業以外で、運動（体を動かす遊びをふくむ）や

スポーツをするときは、１日にどのくらいの時間していますか。」という質問

に対して、「２時間以上」「１時間 59分～１時間」と回答した児童の割合は、

事前と事後で比較すると、低学年において１ポイント（事前 62％→事後

63％）、中・高学年において４ポイント（事前 57％→事後 61％）上昇した。 

 

 

イ 保護者に対するアンケート 

  〇 回答期間 事前 11月 24日～12月８日 

           事後 各派遣校における運動遊び教室最終実施日～２月６日 
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  〇 回答方法 ２次元コードを活用した質問フォームへのアクセス 

  〇 回答数  事前 n=144  事後 n=76 

〇 結果 

  (ｱ)  運動遊び通信「わくわく先生がやってきた！」は、お子様の生活習慣の

改善や運動遊びの意義を知るための参考になりましたか。（事後アンケート

のみで実施した質問項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「運動遊び通信「わくわく先生がやってきた！」は、お子様の生活習慣

の改善や運動遊びの意義を知るための参考になりましたか。」という質問

に対して、「非常に参考になった」「どちらかというと参考になった」と回

答した保護者の割合は 90％（「非常に参考になった」28％、「どちらかとい

うと参考になった」62％）であった。また、「運動遊び通信を読んでいな

い」と回答した保護者の割合は４％であった。 

 

(ｲ)  お子様のスクリーンタイムを減らすことを意識していますか。 

 

「お子様のスクリーンタイムを減らすことを意識していますか。」とい

う質問に対して、「全くしていない」と回答した保護者の割合は、事前と

（n=176） 
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事後で比較すると、３ポイント（事前４％→事後１％）低下した。 

 

(ｳ)  お子様の睡眠や食事などの生活習慣を改善することを意識していま

か。 

「お子様の睡眠や食事などの生活習慣を改善することを意識しています

か。」という質問に対して、「全くしていない」と回答した保護者の割合は、

事前と事後で比較すると、変化が見られなかった（事前１％→事後１％）。

また、「いつもそうしている」と回答した保護者の割合は、事前と事後で比

較すると、５ポイント（事前 33％→38％）増加した。 

 

(ｴ)  過去７日間のうち、お子様の平日（休日）１日のテレビやパソコン、

スマートフォン、ゲーム機等のスクリーンの視聴時間は平均どのくらい

ですか。 

※  回答者である保護者の子どもにきょうだいがいる場合（同一の小学

校に通うきょうだいを対象とする）、年少２人のきょうだいについ

て、各々回答を求めた。 

   ＜平日＞ 
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＜休日＞ 

「過去７日間のうち、お子様の平日（休日）１日のテレビやパソコン、ス

マートフォン、ゲーム機等のスクリーンの視聴時間は平均どのくらいです

か。」という質問に対して、事前と事後で比較すると、具体的な数値の改善

は見られなかった。 

 

(ｵ)  お子様は最近の７日間に、１日当たり少なくとも合計 60分間の身体運動

（運動・スポーツ・運動遊び・登下校までの歩行を含む）をした日は何日

ありましたか。 

※  回答者である保護者の子どもにきょうだいがいる場合（同一の小学校

に通うきょうだいを対象とする）、年少２人のきょうだいについて、

各々回答を求めた。 

「お子様は最近の７日間に、１日当たり少なくとも合計 60分間の身体運

動（運動・スポーツ・運動遊び・登下校までの歩行を含む）をした日は何日

ありましたか。」という質問に対して、事前と事後で比較すると、具体的な

数値の改善は見られなかった。 
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(ｶ)  令和５年２月に実施された「親子ふれあい体操教室」に参加しました

か。（事後アンケートのみで実施した質問項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「令和５年２月に実施された「親子ふれあい体操教室」に参加しました

か。」という質問に対して、「参加した」と回答した保護者の割合は７％、

「参加していない」と回答した保護者の割合は 83％、「分からない」と回答

した保護者の割合は 10％であった。 

 

  (ｷ)  (ｶ)の質問項目において、「参加した」と回答した保護者における「お

子様のスクリーンタイムを減らすことを意識していますか。」への回答の

割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（n=144） 

（n=11） 
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(ｸ) (ｶ)の質問項目において、「参加した」と回答した保護者における「お

子様の睡眠や食事などの生活習慣を改善することを意識しています

か。」への回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (ｹ) (ｶ)の質問項目において、「参加していない」と回答した保護者におけ

る「お子様のスクリーンタイムを減らすことを意識していますか。」への

回答の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｺ) (ｶ)の質問項目において、「参加していない」と回答した保護者におけ

る「お子様の睡眠や食事などの生活習慣を改善することを意識していま

すか。」への回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（n=119） 

（n=11） 

（n=119） 
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〇 令和５年２月に実施された「親子ふれあい体操教室」に「参加した」と回

答した保護者 

    「お子様のスクリーンタイムを減らすことを意識していますか。」及び

「お子様の睡眠や食事などの生活習慣を改善することを意識しています

か。」という質問に対し、「全くしていない」と回答した保護者は０％であっ

た。 

〇 令和５年２月に実施された「親子ふれあい体操教室」に「参加していな

い」と回答した保護者 

    「お子様のスクリーンタイムを減らすことを意識していますか。」という

質問に対し、「全くしていない」と回答した保護者は５％であった。 

「お子様の睡眠や食事などの生活習慣を改善することを意識しています

か。」という質問に対し、「全くしていない」と回答した保護者は２％であっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ウ 考察 

 児童に対するアンケートの結果では、事前と事後で比較をすると、いずれの質問

項目に対しても数値の向上が見られ、みんなで遊ぼう！わくわく先生派遣事業を実

施したことが、適切な運動習慣形成のための有効な手立てにつながったと考えられ

る。 

 また、「運動遊び通信「わくわく先生がやってきた！」は、お子様の生活習慣の

改善や運動遊びの意義を知るための参考になりましたか。」の質問に対し、「運動遊

び通信を読んでいない」と回答した保護者は４％に留まり、「運動遊び通信「わく

わく先生がやってきた！」は、お子様の生活習慣の改善や運動遊びの意義を知るた

めの参考になりましたか。」という質問に対して、「非常に参考になった」「どちら

かというと参考になった」と回答した保護者の割合も 90％であった。 

（児童向け アンケート周知用紙） （保護者向け アンケート周知用紙） 
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加えて、「お子様のスクリーンタイムを減らすことを意識していますか。」及び

「お子様の睡眠や食事などの生活習慣を改善することを意識していますか。」とい

う質問に対する事前と事後の回答を比較すると、数値の向上が見られた。このこと

から、運動遊び通信を配付することが、子どもの運動遊びの意義や生活習慣改善に

対する保護者の意識を涵養させるための有効な手立てになったと考えられる。 

一方で、「過去７日間のうち、お子様の平日（休日）１日のテレビやパソコン、

スマートフォン、ゲーム機等のスクリーンの視聴時間は平均どのくらいですか。」

等、具体的な行動の変化に伴う結果を問う質問では、事前と事後における数値の向

上は見られなかった。このことから、運動遊び通信の配付が、保護者の意識は高め

ることはできたものの、具体的な行動の変容にはつながらなかったと考えられる。 

そして、昨年度から取り組んでいる神奈川県における本事業の継続的な効果とい

う視点では、令和５年２月に実施された「親子ふれあい体操教室」に「参加した」

と回答した保護者の回答に着目した。「親子ふれあい体操教室」に参加した保護者

において、「お子様のスクリーンタイムを減らすことを意識していますか。」及び

「お子様の睡眠や食事などの生活習慣を改善することを意識していますか。」とい

う質問に対し、「全くしていない」と回答した割合は０％であり、事業の効果が継

続している様子が伺えた。 

さらに、昨年度からの神奈川県における本事業の継続的な効果を検証するため、

「あなたは、学校の体育の授業以外で、運動（体を動かす遊びをふくむ）やスポー

ツをどのくらいしていますか。」及び「あなたは、学校の体育の授業以外で、運動

（体を動かす遊びをふくむ）やスポーツをするときは、１日にどのくらいの時間し

ていますか。」という質問に対する、低学年の児童に対する事後アンケートの結果

と、令和５年度神奈川県児童生徒体力・運動能力調査における生活実態調査結果を

比較した（令和５年度神奈川県児童生徒体力・運動能力調査の詳細は、令和６年３

月以降に神奈川県立体育指導センターのホームページに掲載予定である）。 

 

（令和５年度神奈川県児童生徒体力・運動能力調査における小学校における抽出調査人数） 
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〇 あなたは、学校の体育の授業以外で、運動（体を動かす遊びをふく

む）やスポーツをどのくらいしていますか。 

 

みんなで遊ぼう！わくわく先生派遣事業の実施校における低学年（１・

２年生）の児童の回答 

 

令和５年度神奈川県児童生徒体力・運動能力調査における低学年（１・

２年生）の児童の回答 

「あなたは、学校の体育の授業以外で、運動（体を動かす遊びをふく

む）やスポーツをどのくらいしていますか。」という質問に対し、「週に３

日以上」と回答した児童の割合は、みんなで遊ぼう！わくわく先生派遣事

業の実施校における低学年（１・２年生）の児童は 54％であったが、令

和５年度神奈川県児童生徒体力・運動能力調査における低学年（１・２年

生）の児童では 34％に留まった。 

 

 

（n=276） 

（n=7515） 
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〇 あなたは、学校の体育の授業以外で、運動（体を動かす遊びをふく

む）やスポーツをするときは、１日にどのくらいの時間していますか。 

 

みんなで遊ぼう！わくわく先生派遣事業の実施校における低学年（１・

２年生）の児童の回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度神奈川県児童生徒体力・運動能力調査における低学年

（１・２年生）の児童の回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あなたは、学校の体育の授業以外で、運動（体を動かす遊びをふく

む）やスポーツをするときは、１日にどのくらいの時間しています

か。」という質問に対し、「２時間以上」「１時間 59分～１時間」と回答

した児童の割合は、みんなで遊ぼう！わくわく先生派遣事業の実施校に

おける低学年（１・２年生）の児童は 63％であったが、令和５年度神奈

川県児童生徒体力・運動能力調査における低学年（１・２年生）の児童

では 45％に留まった。 

 

（n=276） 

（n=7561） 
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     このように、低学年の児童に対する事後アンケートの結果と、令和５年度神奈

川県児童生徒体力・運動能力調査における生活実態調査結果を比較することで、

昨年度から取り組んでいる神奈川県における本事業の継続的な効果の一考察を得

ることが出来た。みんなで遊ぼう！わくわく先生派遣事業の実施校である三浦市

立小学校の地域性や文化等の背景を考慮することは欠かせないが、前述のとお

り、事業の事前と事後における比較においても、数値の向上が見られており、本

事業の継続的な効果が表れていると考える。 

 

６. 事業の成果と今後の課題 

事業の成果としては、体操教室に参加した親の「普段なかなか運動しないが、一緒に

遊べる手段となり、楽しくふれあうきっかけともなった。」という感想からもわかるよ

うに、参加した保護者がその効果を実感できる内容のものであり、家庭で実践した親子

も一定数見られ、定期的な運動が親子双方の心身に良い結果をもたらす「経験」となっ

たことから、一定の成果を得られたと言える。 

一方で、昨年度・今年度に協力いただいた幼稚園からは、現在の事業内容では園児と

親の都合がつかず、園としても調整の負担が大きいとの意見がある。また、保護者から

も土日の開催を検討してほしいとの意見があるなど、事業の実施方法について再考する

必要があると考えている。次年度以降、各所と調整の上、有効なアプローチ方法のもと

で課題を達成できるよう検討する。 

児童期においては、幼児期の事業に参加した子どももおり、運動習慣に対して一定の

意識を持ち続けていることがわかった。 

今後の課題としては、幼児期のアンケート回収率が児童期に比べ低いため、現在のオ

ンライン集計だけではなく、様々な方法で、より効率よく回収できるよう検討する必要

がある。 

全体としては、県民の運動習慣の低下を鑑み、共働き世代の親を持つ子どもに対して

幼児期からの運動習慣をいかにして定着させていくか、またその後の児童期の過ごし方

について、どのように指導し運動習慣の形成につなげていくのかが重要となる。 

 

７. 今後の取組予定 

事業成果報告書作成後は、管内市町村に対し、作製した親子ふれあい体操パンフレッ

トの配付と併せて、本事業により得られた成果について普及を行い、次年度以降の連携

市町村拡大につなげる。 

 また、運動遊びの種類や、仲間との関わり方、安全面での注意事項等、児童が楽しく

遊ぶための知識や態度等を身につけることによって、児童の運動習慣がどのように変容

するのかなど、「みんなで遊ぼう！わくわく先生派遣事業報告書」を作成し、県内の

小・中・高、指導主事等から構成される健康・体力つくり推進委員会等にて、本事業の

取組について報告する。 


